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1. まえがき 

この度、筆者らは、本映像情報メディア学会(ITE)から、

2014 年度の映像情報メディア未来賞/フロンティア賞を

拝受しました。これは、筆者らが 2011 年から取り組んで

きた表題に関わる活動の一環として、放送・映像メディ

ア業界の業界標準映像素材識別子である UMID (Unique 

Material IDentifier) [1]を活用する上で、全ての業務用映像

機器及び映像系アプリケーション(アプリ)が遵守すべき

基本運用ルールを定めた「UMID 応用原理」(UMID 

Application Principles)を確立したこと、そしてこれを

SMPTE (Society of Motion Picture & Television Engineers: 

米国映画テレビ技術者協会)へ技術提案し、2014 年末に

SMPTE RP 205 [2]なる標準規格の策定完了に至ったこと

を評価していただいたものです。 

ここでSMPTE [3]ですが、これは 1916 年に発足した米

国における映像技術関連の業界団体の一つです。しかし、

これまで映像関連の技術開発の多くが米国で実施され、

その相互運用性の確立に SMPTE が主導的役割を果たし

てきたこと、そしてワールドワイドな映像産業における

米国の主導的な立場なども相まって、特に映像制作技術

の分野においては、事実上、SMPTE が国際標準規格の

策定を担っています。 

ところで、筆者らの当該活動の状況については、これ

までも ITE年次大会の場を利用して都度、報告して参り

ました[4-6]。しかしながら年次大会予稿といった限られ

た紙面では十分な説明ができなかったこと、更には、欧

米に比べて我が国ではいわゆる「ファイルベース系」の

研究開発活動がいま一つ活発でなかったことも相まって、

これまで国内向けには、あまり積極的には情報発信に取

り組んで参りませんでした、 

今回、映像情報メディア未来賞/フロンティア賞の受賞

に伴い、当該活動を紹介させていただく場を賜りました。 

そこで本稿では、この機会を最大限に活用して、単に今

回の直接の受賞理由となった案件のみならず、現在進行

中の他の UMID 応用関連案件も含めて、本稿執筆時点

(2015 年 8 月)における筆者らの取り組みの全容を余すと

ころなくお伝えさせていただきたいと思います。 

本稿は 6 章より構成されます。本章に続く第 2 章では

UMID の基本事項を、また第 3 章ではUMID の誕生とそ

の後の経緯を紹介します。 

次に第 4 章にてUMID 応用の具体例を紹介し、それら

を実現する上で解決すべき三つの課題を提示します。 

そして本稿の中心である第5 章において、それらの課

題を解決すべく筆者らが SMPTE 標準化コミュニティを

舞台に取り組んできた「SMPTE UMID 応用プロジェクト」

UMID とその応用 

～業界標準映像素材識別子UMID の更なる活用に向けて～ 

(SMPTE UMID and its Applications) 

 

SMPTE 30MR技術委員会UMID 応用調査グループ長(メタフロンティア合同会社) 柴田 賀昭 
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3.4.3. 大域的一意なUMID運用の実現 

3.4.1 節では、その「本来あるべき姿」である大域的一

意な素材識別子としてのUMID 運用を、XDCAMTMシリ

ーズで本格的に実用化したことを述べました。これは換

言すれば、XDCAMTMシリーズが取り扱う全ての素材の

各々が、それに付与されたUMID によって大域的一意に

特定できることを保証したということに他なりません。 

このUMID の大域的一意性の保証ですが、一見それ程

難しくないようにも見えますが、実はそれは見掛けほど

簡単な話ではありません。 

確かに SMPTE ST 330 [1]に従えば、大域的一意な

UMID は容易に生成できます。しかしこれは、当該規格

に従って自らが今まさに生成したUMIDが大域的一意で

あることを保証しているに過ぎず、見ず知らずの第三者

が生成したMXF ファイルに付与されたUMID の大域的

一意性を必ずしも保証するものではありません(5。 

特に、既存の MXF ファイルをコピーしその内容を上

書き変更することで新たな素材を得た場合、得られた

MXF ファイルはコピー元のそれとは別物となりますか

ら、異なるUMID にて両者を明確に区別する必要があり

ます。しかしこれは、上書き変更で得た MXF ファイル

に対して、そのヘッダ部分に含まれていたUMID を、別

途新たに生成したUMIDによって意図的に置き換えるこ

とが必要と言っていることに他なりません。 

すなわち、それを維持するためのメンテナンス対応に

能動的に取り組まなければ、UMID の大域的一意性は簡

単に破られてしまうということです。 

XDCAMTMシリーズでは、第三者が生成した MXF フ

ァイルを例えばFTP (File Transfer Protocol)を用いて取り

込む場合、原則として元々それに付与されていたUMID

はその大域的一意性が信頼できないものとみなし、それ

の、自ら新規生成した信頼できるUMID への置き替えを

実施しています。 

また記録済み MXF ファイルの上書き編集(いわゆる

「破壊編集」)を実施した場合、元のMXFファイルのコ

ピーがどこかに存在することを前提に、上書き編集後の

MXF ファイルに元々付与されていた UMID を新たに生

成した UMID に置き替えた上で、それ以前に当該 MXF

ファイルを参照していたNRTやRTとの関連付けを再構

築しています。 

更にこのUMIDの大域的一意性維持のためのメンテナ

ンス対応は、その機能的役割から、より頻繁にその内容

                                                           
5 事実、そのファイルヘッダ内のUMID領域がゼロ値で埋められたようなMXFフ

ァイルが、映像制作の現場に流通しています。 

が変更されるであろうEditListについても例外ではなく、

その結果、例えば既存の EditList の内容をほんの僅か変

更しただけであっても、その保存時において新たな

UMID を生成、置き換えた上で、それ以前に当該EditList

を参照していたNRTとの関連付けを再構築しています。 

このようなUMIDのメンテナンス対応を忠実に実装し

た結果、少なくともXDCAMTMシリーズの製品群で閉じ

られたファイルベース制作・送出システムの中では、そ

こに存在する任意の素材に付与されたUMID は、常にそ

の大域的一意性が完全に保証されることとなります。 

そして、筆者らがProfessional DiscTM仕様開発に取り組

んだこの経験こそが、業界標準映像素材識別子である

UMID を「本来あるべき姿」である大域的一意な素材識

別子として運用するための基本運用ルールすなわち

「UMID 応用原理」の確立と、それを全ての業務用映像

機器及び映像系アプリに遵守させるための SMPTE 標準

規格の実現に向けた礎となった次第です。 

 

4. UMIDの応用と課題 

4.1. はじめに 

本章では、特にその「本来あるべき姿」である大域的

一意な素材識別子としてのUMIDの様々な応用事例を紹

介し、それらを実現するための課題について述べます。 

 

4.2. UMIDを用いた映像素材検索 

4.2.1. 素材とメタデータの関連付け 

3.4.2 節で紹介したように、XDCAMTM シリーズでは、

MXFファイルとして生成された素材と並行してXMLで

記述されたメタデータを生成し、当該素材を大域的一意

に識別すべく MXF ファイルのヘッダ部分に埋め込まれ

たUMIDを介して、両者の関連付けをおこなっています。 

図 6 は、この様子を改めて模式的に示したものです。

なお、同図で示したメタデータは、Professional DiscTM仕

様が規定したものではなく、あくまで本章での事例紹介

のために準備したものであることにご注意下さい。 

図 6では、それ自身を大域的一意に特定するUMID と

して“UA”が付与された(映像)素材と、当該素材の内容を

記述したメタデータが、それぞれ MXF 及び XML ファ

イルとして生成、記録されたこと、そして当該 XML フ

ァイルにおいて、そのTargetMaterial要素がもつ umidRef

属性がUMID 値“UA”を指定することで、このメタデータ

が当該素材を外部参照している様子が示されています。 

そして当該メタデータの記述内容ですが、当該素材に

対して「大リーグベースボール」なるタイトルを付与し
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図 6 中のXML

めて一元管理

手掛かりに例

XML ファイル
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いに独立した複

れらが取り扱

。その一例を

AMS の連携 
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に照らし合わ

りますので、

て

め

成

フ

の

サ

ま

し

は

て

な

D

て

管

置

紹

素

サ

シ

た

シ

ま

ム

ム

わ



各々のシステ

最適なものを

ザのビジネス

ザ自らが主導

オブ・ブリー

す。この場合

素材 ID スキ

決すべき課題

数MAMSの

ものであると

つまり、シ

領が発揮され

ブ・ブリード

体として振る

構築する場合

そして、当

器/アプリのみ

ドサービスの

ですので、今

どの要求に対

るのであれば

システム内共

とが、これか

築における一

 

4.4. Me

4.4.1. M

4.3.3 節で紹

ムの構築です

システムの構

数を要するこ

 しかし 200

た標準的なシ

Oriented Arch

ロジーの確立

テム構築はよ

売管理などと

ズ)システムの

として幅広く

そこでこの

システムの構

の考え方であ

FIMS (Framew

取り組みが、

テム構成要素に

を選択し、それ

ス要件を最大限

導権をもって構

ード」と呼ばれ

合、当該システ

キームを保有し

題はまさに、4

の連携運用にお

といえます。 

システム内共通

れるのは、まさ

ド」なシステム

る舞うものを構

合となります。

当該システム構

みならず、小規

の活用など任意

今後の当該シス

対してより柔軟

ば、業界標準映

共通素材 ID と

からのファイル

一つの重要な鍵

edia SOAにお

Media SOAと

紹介したベス

すが、以前から

構成要素間の接

ことから敬遠さ

00 年代初頭に

システム連携

hitecture)の発想

立により、ベス

より身近なもの

といったいわ

の構築におい

く提供されてい

の SOA の発想

構築にも適用

あり、これを推

ework for Intero

欧米の放送局

に対して複数の

れらを組み合わ

限に満足でき

構築する、いわ

れるシステム構

テムの構成要素

している訳です

4.3.2 節で議論

おける共通素材

通素材 ID とし

さにここで示

ムのように、そ

構成要素として

 

構成要素として

規模サブシステ

意の実装形態

ステムの機能拡

軟に対応してい

映像素材識別子

としての運用

ルベース制作

鍵になると考

おけるUMIDの

は？ 

ト・オブ・ブ

らこれが理想と

接続とその検証

されるきらいが

に始まった We

携技術の開発や

想に基づくシス

スト・オブ・ブ

のとなり、特

ゆる基幹業務

いては、既に有力

います。 

想をファイルベ

しようという

推進する業界標

operable Media

局や業界ベンダ

のベンダ製品

わせることで

るシステムを

わゆる「ベス

構築手段もあ

素は各々が独

すから、ここ

した、独立し

材 IDの問題と

しての UMID

した「ベスト

それぞれが独

てシステム全

ては、単一映

テムや外部ク

をとることが

拡張や部分更

いくことを所

子であるUMI

を考慮してお

・送出システ

えられます。

の応用 

リード的なシ

とはされながら

証に多くの開

がありました

eb サービスを

や、SOA (Se

ステム基盤テ

ブリード的な

に、会計処理

務(エンタープ

力な選択肢の

ベース制作・

のが Media 

標準化活動とし

a Services) [20]

ダを中心に活

10 

品から

でユー

をユー

ト・

ありま

独自の

で解

した複

同じ

の本

・オ

独立主

全体を

映像機

ラウ

が可能

更新な

所望す

ID の

おくこ

テム構

 

システ

らも、

開発工

た。 

を用い

ervice 

テクノ

なシス

理や販

プライ

の一つ

送出

SOA

して、

]なる

活発に

展開

 以

お、

ては

図

発想

従

に示

定め

結合

提と

トパ

きく

柔軟

容易

そ

ワー

き、

階で

ステ

す

うに

析に

する

のメ

を介

それ

シス

そ

は、

と呼

述デ

順次

ショ

こ

ワー

開されています

以下、このMe

Media SOA及

は、文献[21]を

図 11は、従来

想に基づくそれ

図 

従来、ファイル

示すように、ま

め、それに応じ

合することで構

としたワークフ

パフォーマンス

く変化しワーク

軟に対応してシ

易ではありませ

そこで発想を大

ークフローとは

実際の作業に

でそれを記述し

テムを動的に構

すなわちMedia

に、対象とする

に基づいて必要

る機能を「メデ

メディアサービ

介して「オンデ

れらを「SOA

ステムとして構

そして実際の作

SOA ミドル

呼ばれるアプリ

データに基づい

次呼び出して連

ョンと呼びます

これより、ワー

ークフロー記述

す。 

dia SOA につい

及びFIMSのま

をご参照下さい

来の発想に基づ

れとを比較した

11 システム

ルベース制作・

まずは所望の作

じて必要な機材

構築されてきま

フローに則った

スが得られたも

クフローの変更

システム構成を

せんでした。 

大きく転換し、

は独立した汎用

に対しては、ワ

したワークフロ

構築するとい

a SOA の発想

るシステムを、

要な機材を洗い

ディアサービス

ビスを必要な時

デマンド」で呼び

ミドルウェア」

構築しておきま

作業で用いる

ルウェア上にて

リを実行し、入

いて、必要とさ

連携させるこ

す)で実現され

ークフローエン

述データをビジ

いて簡単に紹

まとまった概

い。 

づくシステム構

たものです。 

ム構造の比較 

・送出システム

作業手順(ワー

材を調達し、

ました。従っ

た作業におい

ものの、ビジ

更が求められ

を変更するこ

、まずはシス

用的なかたち

ワークフロー

ロー記述デー

うのがMedia 

想では、図 11 (

、一般的なワ

い出すものの各

ス」として抽象

時に所定のイ

び出すことが

」に「疎結合

ます。 

るための具体的

て「ワークフロ

入力されたワ

されるメディ

こと(これをオー

れます。 

ンジンを実行

ジネス環境の

紹介します。な

概要紹介につい

構造とSOA の

ムは、図 11 (a)

ークフロー)を

それらを密に

て、それが前

ては高いコス

ネス環境が大

ても、それに

とは必ずしも

テムを特定の

で準備してお

が確定した段

タに基づきシ

SOA です。 

(b)で示したよ

ークフロー分

各器材が提供

象化し、所望

ンタフェース

できるよう、

合」させた汎用

的なシステム

ローエンジン」

ークフロー記

アサービスを

ーケストレー

する際の入力

変化に応じて

な

い

の

 

)

を

に

前

ス

大

に

も

の

お

段

シ

よ

分

供

望

ス

用

ム

記

を

ー

力

て



変更するだけ

所望のかたち

なお、前出

たメディアサ

本稿執筆時点

Content Repo

ービスについ

ります[20]。

 

4.4.2. M

では、この

はどのような

はその説明の

に対して SO

のをベースに

図 12 Me

4.2 節では

ファイルとし

格納される様

したワークフ

サービスとの

御関連データ

りされる殆ど

であると言っ

取り扱われる

きくとも高々

たそれらのデ

やワークフロ

などに応じて

一方、図 

型的には MX

格納実体その

とも数十GB

けで、対象とす

ちに簡単に変更

出した FIMS が

サービスのイン

点においては、

ository、Qualit

いて、標準化完

 

Media SOAシ

ようなMedia 

な役割を果た

のために、4.2.2

OA ミドルウェ

に、UMID の役

edia SOA シス

は、素材の内容

して生成され、

様子を説明しま

フロー記述デー

のインタフェー

タに至るまで、

どの全てのデー

っても過言では

る XML ファイ

々数百 KB 程度

データ処理は、

ローの変更、更

て柔軟に対応す

12 の下位の領

XF ファイルと

のものですから

B、場合によって

するシステムの

更することがで

が取り組んでい

ンタフェースの

、Capture、Tran

ty Analysisの

完了あるいは検

システムにおけ

a SOAシステム

たし得るのでし

2 節の図 7で紹

ェアや他のアプ

役割を模式的に

ステムにおける

容を記述するメ

、メタデータ

ましたが、実は

ータはもとよ

ースにおいて受

、図 12 の上位

ータは XML で

はありません。

イルは、そのデ

度ながら膨大な

、対象としたア

更にはメディア

することが求

領域でやり取

として生成、記

ら、そのデー

てはTBオーダ

のシステム構

できる訳です

いるのは、先

の業界標準化

nsfer、Transfor

5 つのメディ

検討中の状況

けるUMIDの応

ムにおいて、U

しょうか？ 図

紹介したシス

プリを追加し

に示したもので

るUMID の役

メタデータがX

・データベー

は、4.4.1 節で

り、各種メデ

受け渡しされ

位の領域でや
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。そして、こ

データサイズ

な種類があり

アプリの利用

アサービスの

められます。

りされるのは

記録された素

タサイズは小

ダに至るなど
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化です。
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況にあ
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UMID

図 12
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役割 
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で紹介
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やり取
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クフ

に関

るこ

さ
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連携に URL が
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あるとは言え、
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とはできません

取り扱うXML

名/ファイルパス
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としてのUMID

すなわち 4.2.1

ルからMXFフ
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メディア・マニ

が用いられてい

リ層に存在する

たMXFファイ

照するという形
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イルのありかを示した URL の替わりにそれを一意に特

定するUMID を用いて指定することで、当該MXF ファ

イルを格納した素材サーバのサーバ名を省略することが

可能となります。 

もちろんUMID そのものには当該MXF ファイルがど

こにあるかといった情報を含んではいませんので、実際

に当該 MXF ファイルへのアクセスが必要となれば、そ

の時点で当該 MXF ファイルをアクセスする手段として

のURLの入手が必要となります。 

これはまさに、4.2.2 節で紹介したUMID に基づく素材

検索において、所望の素材を一意に特定するUMID を知

り得た映像系「アプリ」が、当該素材の格納の有無を素

材サーバに問い合わせるやり取り(図 7 中の③及び④)に

他なりません。すなわち、メディア・マニピュレーショ

ン層に配置された素材サーバなどのシステム構成要素が

このようなやり取りに能動的に対応できたならば、ワー

クフロー・アプリ層のアプリは、その必要性が発生した

段階で、当該アプリが求める素材ファイルを一意に特定

したUMID を、当該素材ファイルを直接アクセスする手

段としての URL に変更するよう、各々の素材サーバに

依頼すればよい訳です。 

さらに素材サーバなどメディア・マニピュレーション

層のシステム構成要素にとっても、自らの名前がワーク

フロー・アプリ層から明示的に指定される訳ではありま

せんので、当該システムの構成要素が交換あるいは新た

に増設されたものであったとしても、それが格納すべき

素材を必要に応じて他の素材サーバから適宜マイグレー

ションするなどといった作業を上位アプリから独立して

実施することが可能となります。 

このように、ワークフロー・アプリ層とメディア・マ

ニピュレーション層との間の連携に対して現状の URL

の替わりにUMID を用いることで、両者の独立性を飛躍

的に高めることが可能となり、図 12 ではこれを、「UMID

による素材の動的参照」と称しています。 

別の見方をすれば、このUMID による素材の動的参照

あるいはワークフロー・アプリ層とメディア・マニピュ

レーション層との間の動的な連携とは、まさに Media 

SOA の重要な特徴であるメディアサービス間の「疎結合」

やメディアサービスの「オンデマンド」な呼び出しなど

といった考え方を、当該システムで取り扱う素材に対し

ても適用したものであるといえます。すなわち、Media 

SOA システムにおける動的参照ツールとしての UMID

は、Media SOAシステムを、まさにその基本思想に則っ

て更に進化させるための「鍵」になるということです。 

4.5. 解決すべき課題 

4.5.1. はじめに 

本章では主に、大域的一意な素材識別子としての

UMID の応用事例を紹介してきました。ここで、4.2.1 節

で紹介した MXF ファイルとしての素材と XML で記述

されたメタデータとのUMIDを介した関連付けについて

は、既にXDCAMメタデータとして実用化済みであるこ

とは、3.4.2 節で紹介した通りです。 

しかし、それ以外のUMID の応用事例については、実

験レベルはともかく、商用ベースの実用化という意味で

は、実は今のところ皆無です。 

その最大の原因は、このようなUMID 応用を実用化す

る上で必要とされるUMID 応用に関する基本技術、すな

わち「UMID 解決プロトコル」と「UMID 応用原理」が

これまで確立されていなかったことにあります。 

以下、これらの基本技術について簡単に紹介します。 

 

4.5.2. UMID解決プロトコル 

図 1 で示した UMID フォーマットから明らかなよう

に、UMID それ自体には、それが大域的一意に特定する

素材がどこにあるかといった情報までは含んでいません。 

これより、実際に所望の素材にアクセスしたい場合に

は、当該素材を一意に特定するUMID から、ファイルと

しての当該素材をアクセスする手段であるURLを得る、

いわゆる「UMID 解決」を実現する必要があります。 

4.2.2 節で紹介したUMID に基づく素材検索において、

図 7中の③、④で示した映像系「アプリ」と「インジェ

ストサーバ」とのメッセージのやり取りは、まさにこれ

を具現化した一例です。なお、図 7では当該アプリは問

い合わせメッセージを全ての素材サーバに一斉に送付し

ていますが、当該アプリが各々の素材サーバに順次、問

い合わせを実施し応答を得る形式でも構いません。 

ただ、ここで大切なのが、映像系「アプリ」や各種の

素材サーバは様々な業界ベンダから独立して提供される

でしょうから、そのような状況においても、任意のファ

イルベース機器/アプリ間において、先述したUMID 解決

の為のメッセージのやり取りが確実に実施できるように

することです。 

これはすなわち、UMID 解決の為のメッセージのやり

取り、つまり「UMID 解決プロトコル」(UMID Resolution 

Protocol)を、業界標準規格として開発、策定する必要が

あるということに他なりません。 

なお、4.4.2 節の図 12 で議論した、UMID を介したワ

ークフロー・アプリ層とメディア・マニピュレーション
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層との間の「疎結合」の実現の鍵となるのもまた、ここ

で議論したUMID 解決プロトコルとなります。 

UMID 解決プロトコルの詳細及び「SMPTE UMID応用

プロジェクト」におけるその取り組み状況については、

5.4 節をご参照下さい。 

 

4.5.3. UMID応用原理 

 ここまで、UMID を、「素材を大域的一意に特定する素

材識別子」と述べてきましたが、ここでいう素材の厳密

な定義は何であって、UMID はそういった素材のどのよ

うな側面を大域的一意に特定しているのでしょうか？ 

また、2.3 節で紹介したように、UMID それ自体には、

「大域的一意な素材識別子」の替わりに「関連付けツー

ル」としての機能を提供することも期待されていますが、

これらはどのような状況においてどう使い分けされるべ

きなのでしょうか？ 

更に、3.3 節と 3.4 節のそれぞれにおいて、VTR とフ

ァイルベース機器におけるUMID応用の実例を紹介しま

したが、UMID 応用体系の全容を俯瞰した場合、それら

はどう位置付けされるべきなのでしょうか？ 

「UMID 応用原理」とは、このような質問への回答を

論理的に導き出す際の「公理」に相当するものであり、

換言すれば、UMID 応用に関わる全ての業務用映像機器

及び映像系アプリが遵守すべき最も基本的な運用ルール

を定めたものです。 

今後、様々な用途において新たなUMID 応用が展開さ

れる可能性がある中で、あらゆるUMID 応用を開発する

際の共通基盤としての「UMID 応用原理」を曖昧性なく

規定することは、相互運用性を保証したUMID 応用体系

の全体が将来に渡って破たんをきたさないようにするた

めの礎となります。 

UMID 応用原理の詳細及び「SMPTE UMID 応用プロジ

ェクト」におけるその取り組み状況については、5.3 節を

ご参照下さい。 

 

4.5.4. MXFにおけるUMIDの応用 

これは、本章で紹介したUMID 応用事例を実用化する

上での直接の妨げとなった原因ではありませんが、

UMID 応用検討において解決すべき重要課題の一つでは

ありますので、ここで紹介させていただきます。 

3.4.1節では、「ある素材を大域的一意に特定するUMID

が、当該素材を与える MXF ファイルのヘッダ部分に埋

め込まれている。」と説明しましたが、実は一つのMXF

ファイルには、図 1 のUMID フォーマットに則った三種

類の「メタデータ項目」が含まれています。もちろんそ

の内の一つは、当該素材を大域的一意に特定する素材識

別子としての UMID ですが、MXF 技術の仕様上、当該

UMID は必ずしもそれを含む MXF ファイルそのものを

一意に特定する識別子と等価であるとは限りません。 

従って、4.5.3 節で議論した「UMID 応用原理」がMXF

技術の文脈の中でどう展開するのかの分析を通じて、当

該三種の「UMID 型メタデータ項目」のそれぞれが果た

すべき役割を明確にする必要があります。 

MXF における UMID の応用の詳細及び「SMPTE 

UMID 応用プロジェクト」におけるその取り組み状況に

ついては、5.5 節をご参照下さい。 

 

5. SMPTE UMID応用プロジェクト 

5.1. はじめに 

本章では、「SMPTE UMID 応用プロジェクト」の概要

とこれまでの経緯、そして同プロジェクトで取り扱う

UMID 関連技術の紹介並びにそれらの技術検討の現状に

ついて報告します。 

 

5.2. SMPTE UMID応用プロジェクト 

5.2.1. SMPTE UMID応用プロジェクトとは？ 

 「SMPTE UMID 応用プロジェクト」とは、UMID 応用

の実用化と更なる展開を目的に、筆者らが SMPTE 標準

化コミュニティで始めた一連の活動の総称で、2012 年に

最初に開始した「SMPTE 30MR 技術委員会 UMID 応用

調査グループ」(SMPTE TC-30MR SG (Study Group) UMID 

Applications)[22]を母体に、必要に応じて様々な SMPTE

標準規格策定作業班を設置して活動を進めています。 

 同プロジェクトの議長は筆者が務め、本稿執筆時点に

おいて、38 の団体から、42 名のエキスパートにプロジェ

クトメンバーとして参加登録していただいております。 

 

5.2.2. SMPTE UMID 応用プロジェクト発足までの

経緯 

 そもそも本プロジェクトを提案する切っ掛けとなった

のは、2011 年 10 月に開催されたSMPTE年次技術会議で

の筆者らの発表でした[23]。 

この中で筆者らは、UMID が SMPTE 標準規格になっ

て 10 年以上が経過したにも関わらず、事実上、全く使わ

れていない状況をかんがみ、その主たる原因が、まさに

4.5 節で紹介した業界標準規格としての「UMID 解決プロ

トコル」と「UMID 応用原理」の欠如にあることを指摘

しました。 
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この発表は当時、大きな話題となり、SMPTE 会議事

務局から当日の筆者の発表の様子がYouTubeに投稿され

たり[24]、後日、SMPTEのメインホームページで大々的

に取り上げられたり[25]、当該発表の予稿がSMPTE機関

誌に再掲されたりしました[26]。 

これに背中を押され、2011 年 12 月に開催された

SMPTE 標準化コミュニティ Burbank 会合に参加してそ

れらの SMPTE 標準規格を策定するための活動を提案し、

2012 年 3 月の同 Atlanta 会合での審議を経て翌月に正式

承認を受け、プロジェクトの発足に至りました[27]。 

 

5.2.3. これまでの活動概要 

 当初、まずは「UMID 応用原理」の SMPTE 標準規格

化を目的にRP 205[2]旧版の改定作業を提案した「SMPTE 

UMID 応用プロジェクト」でしたが、UMID は曲がりな

りにも既に SMPTE 標準規格として確定しており、また

第 3 章で紹介した筆者らの取り組みを始め、実験レベル

も含めると、それまでにもUMID 応用に関する様々なト

ライアルが実施され、報告されていました[28]。 

 そこで上位委員会(SMPTE TC-30MR)からは、プロジェ

クトの設置において、最初はSG (Study Group)として発

足し、UMID 応用に関する現状調査から開始するよう指

示が出されました。 

これよりプロジェクト発足後、まずはそれまでに公表

済みの UMID 応用に関する様々な文献をかき集めた他、

2012 年 9 月の SMPTE 標準化コミュニティ Geneva 会合

に合わせて「UMID 応用会議」[29]を開催し、関係者か

らUMID応用に関する様々な取り組みについて紹介して

いただくなど、内外からの情報収集に努めました。 

また、これと並行して内外に向けた「SMPTE UMID 応

用プロジェクト」の広報活動を積極的に展開しました。 

具体的には、2012 年 4 月の 2012 NAB Show [30]や、同

年 6 月にシンガポールで開催された BroadcastAsia 2012 

[31]などに参加して、当該プロジェクトの活動紹介をお

こないました。 

更にABU (Asia-Pacific Broadcasting Union: アジア太平

洋放送連合)から招待講演の依頼を受けて、その年の 10

月にソウルで開催された同技術委員会会合[32]に参加し、

また翌 2013 年 10 月には再び SMPTE 年次技術会議[33]

へ参加して、SMPTE 標準化コミュニティを超えた多く

の業界エキスパートに対して、「SMPTE UMID応用プロ

ジェクト」の活動紹介並びに進捗報告を実施しました。 

そして、このような活動を通じて収集した様々な

UMID 応用事例を分析した結果、SMPTE 標準規格とし

て規定すべきUMID応用に関する最も基本的な共通の運

用ルールを抽出し、これを「UMID 応用原理」として、

分析対象としたUMID 応用事例と共に「UMID 応用調査

報告書パート１」なる報告書[34]にまとめ、2013 年 2 月

に上位委員会へ提出しました。 

その後、筆者らは、当該報告書の勧告を踏まえて

「SMPTE RP 205 改定作業班」の設置を提案し、上位委

員会からの承認を受けて、当該作業班を直ちに発足させ

ました[35]。 

続いて、UMID 解決プロトコルを始め、UMID 応用の

更なる展開を目指して新たに策定すべき SMPTE 標準規

格をまとめた「UMID 応用調査報告書パート２」の作成

に着手し、「UMID 解決プロトコル」を含むその前半部分

を「UMID 応用調査報告書パート２-１」[36]としてとり

まとめ、2014年 3 月に上位委員会へ提出しました。 

そして筆者らは、当該報告書の勧告を踏まえて「UMID

解決プロトコル策定作業班」の設置を提案し、上位委員

会からの承認を受けて、2014 年 7 月に当該作業班を発足

させました[37]。 

また、「MXF における UMID 応用の調査報告書」[38]

を含めたその後半部分を「UMID 応用調査報告書パート

２-２」[39]としてとりまとめ、2015 年 7月に上位委員会

へ提出しました。そして本稿執筆時点において、当該報

告書は、上位委員会によるレビューの段階にあります。 

 

5.3. UMID応用原理 

5.3.1. はじめに 

 本節では、解決すべき課題として 4.5.3 節で紹介した

「UMID 応用原理」の概要と、これを規定した改定

SMPTE RP 205 2014 年版[2]を紹介します。 

なお本節で紹介する内容は、筆者が 2014 年度の映像

情報メディア未来賞/フロンティア賞を拝受した直接の

理由に相当するものです。 

 

5.3.2.  UMID応用原理の概要 

 4.5.3 節で述べたように、「UMID 応用原理」とは、UMID

応用に関わる全ての業務用映像機器及び映像系アプリが

遵守すべき最も基本的な運用ルールを定めたものです。 

 UMID 応用原理は、後述する 7 項目から構成され、そ

れぞれ基本ステートメントと、その意図するところを明

確にするための補足説明文から構成されます。 

以下、各項目について簡単に紹介します。 

Principle 1 – Definitions 

UMID 応用原理で用いられる語句を定義しています。
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特にUMID が識別対象とする「素材」の厳密な定義に加

え、「オリジナル素材」(マテリアル)と、「派生素材」(イ

ンスタンス)とを明確に区別しています(9。 

Principle 2 – UMID Creation 

オリジナル素材を生成した場合には、2.3.1 節で示した

ように、新規生成したMat.#とゼロ値の Inst.#で構成され

るUMID を当該素材に付与することを求めています。 

Principle 3 – UMID Integrity 

異なるオリジナル素材は異なるUMIDにて区別されな

ければならないことを求めています。 

Principle 4 – UMID Identification 

複数のオリジナル素材が一つのUMIDを共有した場合、

当該全てのオリジナル素材は、それらの再生においてビ

ット単位で同一であることを求めています。 

これは換言すれば、UMID が大域的一意に特定してい

るのが、素材を再生した時に得られるベースバンド・ビ

ットストリームであることを意味しています。 

従って、例えば異なるファイル書式で記録されるなど

素材ファイルの格納実体としては異なるものであったと

しても、それらの再生が完全に同一の結果をもたらすの

であれば、それらはまとめて一つのUMID で特定しても

よい、ということになります。 

Principle 5 – UMID Inheritance 

オリジナル素材から派生素材を生成した場合には、

2.3.2 節で示したように、当該派生素材に対して、当該オ

リジナル素材から継承したMat.#と非ゼロ値の Inst.#で構

成されるUMID を付与してもよいことを示しています。 

Principle 6 – Extended UMID 

ある素材を構成するマテリアルユニットに付与され

た拡張UMID の基本UMID 部は、原則として当該素材全

体を大域的一意に特定するUMIDと一致させるべきであ

ることを求めています。なお、マテリアルユニット及び

拡張UMID の詳細については、5.6.2 節をご参照下さい。 

Principle 7 – Source Pack 

ソースパックを含む拡張UMIDが付与されたオリジナ

ル素材から派生素材を生成し、Mat.#を継承した拡張

UMID を生成、付与した場合、原則として最初に生成、

付与されたソースパックをそのまま継承すべきであるこ

とを求めています。なお、ソースパックの詳細について

は、5.6.2 節をご参照下さい。 

 

                                                           
9 ここでのマテリアルとインスタンスの違いは、UMID特有のものです。 

5.3.3.  UMID管理領域 

5.3.2 節で紹介したUMID 応用原理は、UMID そのもの

の取り扱いについては明確に定めてはいるものの、その

具体的な実施方法については何ら規定していません。 

これは、様々な特徴をもった業務用映像機器及び映像

系アプリが存在する中で、ある特定の方法でUMID 応用

原理の実現を縛るべきではない、換言すれば、UMID 応

用原理を遵守する限りにおいて、それぞれの機器/アプリ

が、その特徴に応じて自由にそれらを実装すればよい、

との考え方に基づくものです。 

とは言え、5.3.2 節で紹介した UMID 応用原理の基本

ステートメントだけではあまりにも抽象的です。そこで、

特にUMIDの大域的一意な素材識別子としての機能に着

目して UMID 応用原理の具体的な実施例を示すべく、

「UMID 管理領域」なる概念を導入しました。 

「UMID 管理領域」は、UMID 応用原理に準拠した

UMID - 特に大域的一意な素材識別子としての UMID -

が付与された素材だけで構成される論理空間として定義

されます。そしてこの定義に基づけば、UMID 管理領域

を構成する素材に付与されたUMID は、UMID 応用原理

的に常に正しい(信頼できる)、換言すれば、その大域的

一意性が常に保証されている、ということになります。 

ところで、2.3.1 節では、その生成において専用の ID

登録サーバを必要としないことがUMIDの際立った特長

の一つである旨、説明しました。ただ、これは決して、

UMID を登録、管理する機能が一切不要であることを意

味する訳ではありません。 

事実、3.4.3 節で議論したように、UMID の大域的一意

性を維持するためには、UMID の適切なメンテナンス対

応が必要となります。そしてこのことは、所定の論理空

間に存在する素材の様々な取り扱いにおいて、当該素材

とそれに付与されたUMID とを常に管理し、適切なメン

テナンス対応を施す機能の導入が必要不可欠であること

を示唆しています。 

 図 13 は、このことを踏まえて、UMID 管理領域を模

式的に示したものです。 

図 13 では、UMID が付与された様々な素材が、ある

記録媒体の内外に保存されていること、また素材とそれ

に付与されたUMID とを管理する役割を担う「素材管理

部」が存在することが示されています。ここで素材管理

部から幾つかの素材への赤破線の矢印は、当該素材管理

部がそれらの素材の存在を認識し、管理している様子を

表現しています。 
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の生成、管理はあくまで局所的に実施されるものの、そ

れらがシームレスに結合されることで、言わばボトムア

ップ・アプローチで系全体の素材管理を実現していると

みなすことができます。 

特にこのボトムアップ・アプローチですが、もしその

素材識別子の局所的な生成、管理の各々が完全に独立し

たものであれば、それぞれの機器/アプリの管理領域を超

えて素材を移動させる場合には常に新たな素材識別子へ

の付け直しが必要となりますから、これは実質的には、

4.3.2 節の図 8 で紹介した、それぞれの機器/アプリが独

自の素材 ID スキームを保有している場合と等価です。 

しかしUMIDの場合、UMID応用原理が素材の「同一」

性を定義し、当該「同一」素材が各々のUMID 管理領域

を超えて移動する際に当該素材に付与されたUMIDの再

利用を許していることが、UMID 管理領域のシームレス

な結合、すなわちボトムアップ・アプローチによる系全

体の素材管理の実現につながっているということです。 

 

5.3.5. XDCAMTMにおけるUMID管理領域の実現 

さて、3.4.3節では、XDCAMTMシリーズが管理する素

材は、それに付与されたUMID によって大域的一意に特

定できることを保証されている旨、紹介しました。これ

はまさに、XDCAMTM シリーズが、5.3.3 節で定義した

UMID 管理領域を実現していることに他なりません。 

事実XDCAMTMでは、例えばその代表的な記録媒体で

ある光ディスクあるいは内部ストレージの単位において、

そこに記録された素材を、それに付与されたUMID と共

に適切に管理しています。すなわち XDCAMTM 機器の

各々は、記録媒体の単位において、UMID 管理領域を実

現している訳です。 

そしていま、あるファイルベース制作・送出システム

がXDCAMTMシリーズの製品群のみで構成されたならば、

5.3.4 節で議論したように、各々のXDCAMTM機器が記録

媒体の単位で提供するUMID管理領域をシームレスに結

合することで、当該システム全体として一つのUMID 管

理領域を構成できる、換言すれば、当該システム内で取

り扱う任意の素材に付与されたUMID は、その大域的一

意性が保証されたものとなる、ということになります。 

そして、当該システムの外部にある MXF ファイルを

例えばFTPなどを用いてこのUMID管理領域に取り込む

場合は、3.4.3 節で述べたように、原則として当該 MXF

ファイルに元々付与されていたUMIDを自ら新規生成し

たものに置き換えて取り込む訳ですが、取り込むべき

MXF ファイルが当該システム内、すなわち別の

XDCAMTMが提供するUMID管理領域にあることを予め

知っていた場合は、当該 MXF ファイルを丸ごと取り込

むならば、それに付与されていたUMID もそのまま再利

用するといったことも可能にしています(12。 

 ただこのような対応は、XDCAMTMシリーズといった

ある特定の業界ベンダの製品群で閉じた世界だからこそ

実現できた訳であって、もしこれを 4.3.3 節で紹介したよ

うな「ベスト・オブ・ブリード」なシステムで実現した

い場合は、異なる業界ベンダから提供される当該システ

ム構成要素の各々が遵守すべきUMIDの基本運用ルール

を明確に定め、これを、強制力を有する業界標準規格に

する必要があります。 

これこそがまさに、「UMID 応用原理」の確立と、その

SMPTE標準規格化に相当する訳です。 

 

5.3.6.  改定SMPTE RP 205 

 “Application of Unique Material Identifiers in Production 

and Broadcast Environments”なるタイトルをもつ SMPTE 

RP 205 の初期版が発行されたのは、SMPTE ST 330 [1]と

同時の2000年のことです。ただ、SMPTE ST 330がUMID

フォーマットやその各フィールド値の生成方法などを規

定していたのに対し、SMPTE RP 205 は単に、それまで

の検討の中で想定されていた様々なUMID応用を抽象的

に紹介しているに過ぎませんでした。 

筆者らが 3.3 節で紹介したHDCAMTMにおける UMID

機能の実装に取り組んだ際に参照したのが、まさにこれ

らの SMPTE 標準規格書でした。そして当該実装を通じ

て、当該規格書に様々な記載不備があったこと、また

VTRにおける「素材」の定義や、更には2.3 節で紹介し

たように、UMID には排他的な二つの機能があり、これ

らを明確に分離して取り扱う必要があることなどを見出

しました。そこで、これらの知見を元に SMPTE 標準化

コミュニティへSMPTE RP 205 の改定作業を提案し、そ

の結果発行されたのが同 2004 年版でした(13。 

 このように、SMPTE RP 205 が元々その目的としてい

たのが、UMID を実際に運用する際の注意事項や参考情

報の提供ということでした。そこで今回、「SMPTE UMID

応用プロジェクト」を通じて見出した「UMID 応用原理」

を規定すべき文書としても、新たな SMPTE 標準規格書

を起こすよりは、原点に立ち戻り、SMPTE RP 205 の改

                                                           
12 XDCAMTMのFTP仕様書でば、これをUMID unchange modeによるFTP Getと呼

びます。 
13 同時に、GPS情報の取り扱い不備などを改善したSMPTE ST 330の2004年版が

発行されました。 
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定として実施すべきとの判断に至りました。 

 これより改定SMPTE RP 205 の記載内容は、旧版の記

載事項を踏襲はするものの文書構成などは大きく変更し、

事実上、スクラッチで書き換えをおこないました。その

結果、ページ数も初版の 5 ページから 44 ページへと、大

幅に増加することになりました。 

 今回改定したSMPTE RP 205 2014年版[2]の記載内容

は以下の通りです。まずは本文ですが、本規格書の適用

範囲など所定の記載事項に続いて 

UMID 応用原理(UMID Application Principles) 

5.3.2 節で紹介したUMID 応用原理を規定しました。 

UMID 対応アプリの考慮事項(UMID-Aware Application 

Considerations) 

5.3.3 節で紹介したUMID 管理領域を始め、収録中の

素材ファイルなど成長中素材(Growing material)におけ

るUMID の取り扱いルールなどを規定しました。 

を記載しました。 

なお、実はSMPTE RP 205 2014年版の本文自体は、高々

10 ページ強に過ぎません。そして残りは付録(Annex)と

して、筆者らが「SMPTE UMID 応用プロジェクト」の活

動を通じて見出したUMID応用に関する様々な参考情報

を報告しました。 

以下、付録の記載内容ですが、 

UMID の基本(UMID Basics) 

2.2節で紹介した基本UMID及び5.6.2節で紹介した

拡張UMID のフォーマット仕様を概要紹介しました。 

UMID 管理領域の維持方法(To Maintain the UMID 

Managed Domain) 

ファイルとしての素材の様々な取り扱いにおいて、

UMID 管理領域を維持するために求められる一連の

UMID メンテナンス対応方法の具体例を紹介しました。 

その多くは、3.4 節で紹介した、筆者の XDCAMTM

でのUMID 機能の実装経験に基づくものです。 

UMID の応用事例(UMID Application Examples) 

第 4 章で紹介したUMID 応用事例を始め、UMID 応

用原理の検討の際に収集した様々なUMID応用事例に

ついて、それらの概要を紹介しました。 

よくある質問 (Frequently Asked Questions) 

「UMID 応用原理」、「UMID 管理領域」の概要説明

を含め、これまでの検討の中で出された典型的な質問

とその回答をまとめました。 

特に、同じ素材識別子なるカテゴリーに分類される

ことから、UMID と、2.3.1 節で紹介した ISAN やEIDR

のどちらを採用すべきかといった議論が散見されま

したので、両者は排他的ではなく両立できるものであ

ること、また 5.3.4 節で議論した素材管理に関するアプ

ローチの違いから、映像制作現場での素材管理には前

者が適しているのに対し、コンテンツ配信など完パケ

管理には後者が適しているであろうことを、EIDR の

エキスパートとも相談しつつ回答にまとめました。 

から構成されます。 

改定SMPTE RP 205 は、2013 年 10 月にその初稿が上

程され、SMPTEが定める標準規格策定プロセスを経て、

2014 年 12 月末に正式に発行されるに至りました。 

 

5.4. UMID解決プロトコル 

5.4.1. はじめに 

 本節では、解決すべき課題として 4.5.2 節で紹介した

「UMID 解決プロトコル」の概要と、「SMPTE UMID 応

用プロジェクト」におけるその検討状況を報告します。 

なお本稿執筆時点において、UMID 解決プロトコルは

まだ SMPTE 標準規格化が完了していませんので、本節

では、「UMID 応用調査報告書パート２-１」[36]で報告し

た内容を中心に紹介します。 

 

5.4.2. UMID解決プロトコルの概要 

  4.5.2 節で述べたように、「UMID 解決プロトコル」

とは、所望の素材を一意に特定するUMID から、ファイ

ルとしての当該素材をアクセスする手段である URL を

得る、いわゆる「UMID 解決」を実現するためのやり取

りのことでして、具体的には、4.2.2 節の図 7中③及び④

で示した映像系「アプリ」と「インジェストサーバ」と

のメッセージのやり取りに相当します。 

ただ実用面を考慮すると、URL取得後の所望の素材フ

ァイルの入手に際し、そのファイル書式や圧縮符号化方

式といった当該素材ファイルに関する技術情報が不明な

ままだと、せっかく当該素材ファイルを素材サーバから

手元にダウンロードしても結局は使えずといった事態に

もなりかねず、これはそのデータサイズが数百 GB を超

えることも珍しくない素材ファイルの入手手段としては

致命的であると言わざるを得ません。 

そこで、UMID 解決プロトコルにおける素材サーバの

応答としては、単に入力UMID で特定される素材ファイ

ルの URL のみならず、クライアント側で所望の素材フ

ァイルが利用可能かどうかを前もって判断できるような

当該素材ファイルに関する技術情報も併せて戻すことが

求められます。 

さらに 5.3.2 節で紹介したように、UMID 応用原理によ
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いわ

います

rd)と

用デー

変換は、

を記述

前解決

DNS

それに

対応

そ

に他

これ

れて

そ

の特

た、い

この

Z

て D

DNS

び「

Disc

当該

発見

図

式的

図

スの

クセ

ビス

リを

内に

こ

スの

こと

スポ

PC」

こ

ービ

スで

      
14 こ
名前解

応するIPアドレ

そこで、このホ

他の対応関係を

れまでにも DN

てきました。 

その中で最もよ

特徴を活用して

いわゆるZero

のZeroconf の概

Zeroconf とは、

DNS クエリ

S [41]と、DNS

テキストRR」

covery: DNSに

該ネットワーク

見と、それへの

図 14 に、Zero

的に示します。

図 14 Z

図 14 において

の所望の固有サ

セスを実現すべ

スを提供する全

を、マルチキャ

に一斉配信しま

これを受けた

の固有サービス

とを、その固有

ポイントなど接

に応答します

この応答を受け

ビス名やホスト

であるか否かを

                      
ここでは簡単の為、階

解決処理は省略しま

レスを応答す

ホスト名と IPア

をDNSネーム

NS を基盤とし

よく知られてい

てネットワーク

oconfと呼ばれ

概要を紹介しま

所定の閉じた

を一斉配信す

Sの「ポインタ

」を活用したD

に基づくサービ

ク空間に存在す

の自動的な接続

oconf における

 

Zeroconf にお

て、「クライア

サービス(例え

べく、まずはH

全てのホストの

ャスト DNS を

ます(図 14中①

「ウェブサーバ

スである“My 

有サービス名と

接続パラメー

す(図 14中②

けた「クライア

ト名を参考に、

を判断し、そ

                     
階層化ドメイン表記に

す。 

することで実現

アドレスとの

ムサーバに登録

した様々なア

いるのが、その

ク機器間の接続

れる技術です。

ます。 

たネットワー

するためのマル

タRR」、「サー

DNS-SD (DNS

ビス発見) [42

する所望の固

続を実現した

るサービス発

おけるサービス

アント PC」は

えば“My Web 

HTTPベース

の所在を求め

を用いて当該

①)。 

バ」は、自ら

Web Page”を提

とホスト名、

ータと共に、「

②)。 

アントPC」は

、それが所望

うであれば同

          
に基づくDNSネーム

現しています(14

対応の替わり

録することで、

プリが実現さ

のようなDNS

接続を容易にし

そこで以下、

ク空間におい

ルチキャスト

ービスRR」及

S-based Service

2]とを用いて、

有サービスの

技術です。 

見の様子を模

 

ス発見 

は、HTTP ベー

Page”)へのア

の任意のサー

る DNS クエ

ネットワーク

がHTTPベー

提供している

そしてアクセ

クライアント

は、当該固有サ

望の固有サービ

ホスト名の名

ムサーバの再帰的な

4。 

さ

S

し

い

及

e 

の

模

ー

ア

ー

エ

ー

る

セ

サ

ビ

名

な



前解決を通じ

続パラメータ

スを実現する

さて、図 

種のサービス

ネームサーバ

応答すること

ジのフォーマ

たかも汎用 D

所定のDNS R

答メッセージ

具体的には

が出力する応

ベースのサー

といった固有

て当該固有サ

応を、そして

とそれにアク

応を記述し、

バに登録した

と等価となり

そして、DN

サービス提供

答メッセージ

に基づくサー

 

5.4.4. D

 4.2.2 節の 

クエリとして

して固有サー

素材に関する

の替わりに D

できることが

尤もZeroc

ましたが、U

ァイルへのア

素材ファイル

ら、単に「テ

一意に特定す

記述するだけ

図 15 は、

UMID 解決プ

れる汎用DN

め登録したも

じて当該ホス

タを参考にして

ることになりま

14 によれば、

ス提供ホスト

バとして振る舞

とが求められま

マットなどは、

DNS ネームサ

RRを登録した

ジのそれらと等

は、DNS-SD の

応答メッセージ

ービスといった

有サービス名と

サービス名とそ

て「テキスト

クセスするため

それらのDN

た場合に出力さ

ります。 

NSクエリを受

供ホストがそれ

ジを「クライア

ービス発見を実

DNSに基づく

図 7 と 5.4.3

てサービス種の

ービス名などの

る技術情報項

DNS に基づく

が判ります。 

confの場合には

UMID 解決プロ

アクセス手段と

ルを格納した素

テキスト RR」

する素材に関す

けで十分です。

そのような考

プロトコルデモ

NSネームサー

もの(これは「U

トに接続し、併

て当該固有サー

ます。 

、ネットワー

には、それぞ

舞い、受信した

ます。そして

、当該 DNS ネ

サーバである

た場合に出力

等価です。 

の場合、各サー

ジは、「ポイン

たサービス種

との対応を、

それを提供す

RR」にて当該

めの接続パラ

NS RR を汎用

されるであろ

受信しそれに応

れらのDNS R

アントPC」に

実現している訳

UMID解決プ

節の図 14と

の替わりにUM

の替わりに 5.

目群を与える

く UMID 解決プ

は3種類のDN

ロトコルの場合

として応答され

素材サーバ名が

を用いて、U

する技術情報項

 

考えを踏まえ

モの一例とし

ーバに後述する

UMID 解決サ

併せて入手し

ービスへのア

クに接続され

ぞれが独自の

た DNS クエ

この応答メッ

ネームサーバ

とみなし、こ

されるであろ

ービス提供ホ

タRR」にてH

と“My Web P

「サービスRR

るホスト名と

該固有サービ

メータなどと

用DNS ネーム

う応答メッセ

応答可能な全

RR登録に基づ

戻すことで、D

訳です。 

プロトコルの実

の比較から、

MID を、戻り

.4.2 節で議論

ることで、Zero

プロトコルが

NS RRを必要

合は所望の素

れる URL に

が含まれるこ

UMID と、そ

項目群との対

え、DNS に基

て、BIND と

るテキストRR

ーバ」に相当

20 

した接

アクセ

れた各

DNS

エリに

セー

バをあ

れに

ろう応

ホスト

HTTP

Page”

R」に

の対

ビス名

の対

ムサー

セージ

全ての

づく応

DNS

実現 

DNS

値と

論した

oconf

が実現

要とし

素材フ

に当該

とか

それが

対応を

基づく

呼ば

を予

当しま

す)と

ント

した

図 1

図

20h 

14h 

れが

た結

生時

深さ

方式

して

(“wr

(“ur

た結

こ

キス

ある

値を

バッ

アド

そ

引数

こ

なる

での

ワー

サー

 ま

るB

「カ

0

      
15 こ
から始

と、“nslookup”

トとを用いて、

たものです。 

15 DNSに基

図 15では、“0

13h 00h 00h 00

D2h D7h 18h B

が一意に特定す

結果、「カテゴ

時の再生時間長

さ(“depth=10”ビ

式(“sample=422

て、当該素材

rapper=MXF”)

rl=http://ingSrv.

結果が示されて

ここで“nsloolup

ストRR」なる

ることを、第二

を、また第三引

ックグラウン

ドレスを示して

そして先述した

数を再掲すると

0d20.130

ここで左端のU

るドメイン名は

の慣習に従い、

ーク空間におけ

ービスを求めた

また、図 15 の

BIND に対して

カテゴリー１」

d20.1300…b

("dur=60"

                      
このUMID値は、固定

始まっています。 

なるコマンド

UMID 解決の

基づくUMID解

06h 0Ah 2Bh 34h

h D2h C9h 03h 

BFh DFh”なるU

する素材に関す

リー１」の項

長(“dur=60”秒)

ビット)、YUV

2”)が、また「カ

材ファイルの

)、圧縮符号化

local/20130831

ています。 

p”の引数です

るDNS RRで登

二引数は後述す

引数は「UMID 解

ドプロセスと

ています。 

たドメイン表記

と以下のように

00…bfdf._u

UMID値(15に続

は、テキストR

当該UMID が

ける「UMID 解

たものであるこ

のデモでは、汎

て 

項目群 

bfdf._umid.

" "depth=1

                     
定値である先頭10by

ドライン型のD

の様子をシミ

解決プロトコル

4h 01h 01h 01h 0

6Ch 8Fh 19h 53

UMID 値を入力

する技術情報

項目群として、

)、ピクセル当

V 色空間サブ

カテゴリー２

のファイルラ

化方式(“codec

1/sports/file5.m

すが、第一引数

登録された情

するドメイン

解決サーバ」(

して実行中の

記のUMID 値

になります。 

umid._udp.l

続く“_umid._

RRの要求仕様

が所定の閉じ

解決」なる U

ことを表して

汎用DNSネー

._udp.loca

10" "sample

          
byteを省略した結果、

DNSクライア

ュレーション

ルデモの一例

05h 01h 01h 0Dh

3h 43h ABh 70h

力として、そ

項目群を求め

当該素材の再

たりのビット

サンプリング

」の項目群と

ラッパー書式

c=j2k”)、URL

mxf”)が戻され

数はそれが「テ

報への検索で

表記のUMID

この場合は、

の BIND)の IP

値ですが、第二

local 

_udp.local

様及びDNS-SD

られたネット

UDP ベースの

います。 

ムサーバであ

al IN TXT 

e=422") 

、11バイト目(0Dh)

ア

ン

 

例 

h 

h 

そ

め

再

グ

式

L 

れ

テ

で

D

P

二

l”

D

の

あ



「カテゴリー

0d20.130

("url

 "wrap

なるテキスト

決サーバ」に

した“nslooku

なお 5.4.2

ては一つ以上

ここでは簡単

ることにご注

もちろん 4

が実際に汎用

りませんが、

する業界ベン

な “nslookup

そしてこれ

に基づくUM

として策定す

 

5.4.5. U

 5.4.1 節で述

ロトコルの説

「UMID 応用

容に基づくも

「SMPTE 

告に基づいて

[37]の設置を

の活動を始め

関する SMPT

 以下、本稿

格書の基本構

 実は ICT

新しい課題で

様々なツール

 更に 4.4.1

アサービス・

えると、UM

は引き続き最

た仕様はあま

そこで「U

ずは特定の実

定し、次にそ

に基づく U

ー２」項目群 

00…bfdf._u

=http://…/

pper=mxf")

ト RR 記述を予

に見立て、そこ

up”が、それら

節で述べたよ

上の項目群が登

単のため、一つ

注意下さい。 

4.2.2 節の図 7

用 DNS ネーム

少なくとも各

ンダに関わらず

p”とのやり取り

れを達成する上

MID 解決プロ

するということ

UMID解決プロ

述べたように、

説明は、2014 年

用調査報告書パ

ものです。 

UMID 応用プ

て直ちに「UMI

を提案し、2014

め、2014 年 12

TE 標準規格書

稿執筆時点で構

構成について、

分野において

であり、DNS以

ルが提案されて

節で紹介した

・インタフェー

MID 解決プロ

最右翼ではあり

まり適切ではな

UMID 解決プロ

実装に依存しな

その具体的な実

UMID 解決プ

umid._udp.l

/file5.mxf"

 

予め登録した

こからの応答

らをそのまま表

ように、「カテ

登録される可能

つの項目群だ

7 の場合に、各

ムサーバの機能

各素材サーバ

ず、例えば図 

りの実現が求

上で必要なの

トコル仕様を

とに他なりませ

ロトコル策定作

、本節で紹介し

年 3 月に上位委

パート２-１」

プロジェクト」

ID 解決プロト

4 年 7 月より

2 月にUMID 解

書の初稿を作成

構想中の、当該

、簡単に紹介

て、「名前解決」

以外にもHand

てきました。 

た Web サービス

ースの標準化な

トコルの実現

りつつも、それ

ないとの判断

ロトコル」仕様

ない概念モデル

実装方法とし

ロトコルを実

local IN TX

" "codec=j

ものを「UMID

メッセージを

表示しています

ゴリー２」に

能性もありま

けが登録され

各々の素材サ

能を持つ必要

には、それを

15 で示した

められます。

のが、まさに

をSMPTE標準

せん。 

作業班 

したUMID 解

委員会へ提出

[36]で報告し

としては、そ

トコル策定作業

当該作業班と

解決プロトコ

成したところ

該 SMPTE 標

します。 

」はまさに古

dle System [43]

スに基づくメ

などの動向を

現方法として

れだけに限定

に至っており

様書としては

ルとしてこれ

して、例えば

実現する上で汎

21 

XT 

j2k" 

ID 解

を受信

す。 

につい

すが、

れてい

サーバ

要はあ

を提供

たよう

 

DNS

準規格

解決プ

出した

した内

その勧

業班」

して

ルに

ろです。 

標準規

古くて

]など

ディ

を踏ま

DNS

定され

ます。 

は、ま

れを規

DNS

汎用

DNS

定す

U

2016

 

5

5

本

「M

UM

介し

な

応用

る U

査報

ビュ

そ

調査

 

5

 最

こで

にお

要最

能が

され

図

他の

た、

像音

格納

要に

ら構

こ

られ

容記

セン

論理

ま

S仕様に追加す

するといったア

UMID解決プロ

6 年度中の完成

5.5. MXFに

5.5.1. はじめ

本節では、解決

MXF における

MID 応用プロジ

します。 

なお本稿執筆時

用に関しては、

UMID 応用の調

報告書パート２

ューの段階にあ

そこで本節では

査報告書」で報

5.5.2. MXF

最初に MXF フ

で紹介する M

おけるUMIDの

最小限なものに

がありますので

れる場合は、例

図 16 に、MX

の多くのメディ

様々なメタデ

音声データ(以

納した「ファイ

に応じてメタデ

構成されます。

図 

ここでファイル

れた素材のタイ

記述メタデータ

ンスの再生方法

理的なツリー構

またファイルボ

すべき項目を

アプローチを検

ロトコルに関す

成、発行を目標

におけるUMID

めに 

決すべき課題と

る UMID の応

ジェクト」にお

時点において、

その検討結果

調査報告書」

２-２」[39]が上

あります。 

は、この「MX

報告した内容を

ファイルの概

ファイルの概要

XF ファイル

の応用の議論を

に留めています

で、MXFについ

例えば文献[44

XF ファイルの

ィアファイルと

データを格納し

降、「エッセン

イルボディ」、

データを格納し

 

16 MXFファ

ルヘッダには、

イトルや内容メ

タ」と、ファイ

法などを記述し

構造を構成する

ボディには、「

をSMPTE標準

検討していま

するSMPTE標

標にしていま

Dの応用 

として 4.5.4 節

応用」につい

おける検討結果

、MXF におけ

果をまとめた

[38]を含む「U

上位委員会に提

XF における U

を中心に紹介

概要 

要を紹介しま

ルの説明は、本

を理解してい

す。MXF自体

いてより詳し

4]などをご参照

の構造を模式的

と同様、MXF

した「ファイル

ンスデータ」と

ファイルの末

した「ファイ

ァイルの構造

、MXFファイ

メモといった

イルボディに含

した「構造メタ

るかたちで含

「汎用コンテナ

規格として規

す。 

標準規格書は、

ます。 

節で紹介した

て、「SMPTE

果の概要を紹

ける UMID の

「MXFにおけ

UMID 応用調

提出され、レ

UMID 応用の

します。 

す。なお、こ

本節での MXF

ただく上で必

体には多彩な機

い情報を所望

照下さい。 

的に示します。

ファイルもま

ルヘッダ」、映

と呼びます)を

末尾を示し、必

ルフッタ」か

造 

ルとして与え

いわゆる「内

含まれるエッ

タデータ」が、

まれています

ナ」[45]を介し

規

た

E 

紹

の

け

調

レ

の

こ

F

必

機

望

ま

映

を

必

か

 

え

内

ッ

す。 

し



て、例えばフ

ジットユニッ

データが格納

ここで特筆

格納するエッ

切含まれてお

イルヘッダに

うことです。

構造メタデー

このような

アファイルに

す。それは、

に含まれるエ

定部分だけを

ができるとい

図 16 では

の一部分が I

けが外部へ出

そして、こ

ファイルのボ

上の配置情報

「MXF FP」

ージ)と、その

スデータの時

Package: MX

データ項目で

 

5.5.3. M

 では、MXF

は、具体的に

を模式的に表

 図 17は、

が、汎用コン

そのまま読み

内部でのエッ

MP が、当該

                     
16 最も広く使われ

に含まれるエッセ

フレームといっ

ット」と呼びま

納されています

筆すべきは、汎

ッセンスデータ

おらず、当該情

に含まれる構造

それ故、全て

ータは必須のメ

な構造の結果、

には見られない

ある MXF フ

エッセンスデー

を実際の再生対

いう機能です(1

はこれを、ファ

In/Out点で指定

出力される様子

このような機

ボディに含まれ

報などエッセン

 (MXF File Pa

の再生時に実際

時間軸を記述し

XF マテリアル

です。 

MXFファイル

Fファイルの再

にはどのように

表したのが、図

図 17 MXF

あるMXFフ

ンテナに含まれ

み出して再生す

ッセンスフロー

該内部エッセン

                     
れているMXF OP1a
ンスデータの全てを

った編集の最小

ます)で区分け

す。 

汎用コンテナ

タの再生方法

情報を記述す

造メタデータの

ての MXF フ

メタデータとな

、MXFファイ

い興味深い機能

ファイルの再生

ータを部分的

対象として外部
16。 

ァイルボディ

定され、再生時

子にて示してい

機能を実現して

れる例えば各

ンスデータの時

ackage: MXF

際に外部へ出力

した「MXF M

ル・パッケージ

ルの内部動作モ

再生時、MXF

に振る舞うので

図 17 となりま

の内部動作モ

ファイルを再生

れる全てのエ

することで当該

ーを生成する様

ンスフローを受

                 
とは、MXFファイル

を再生対象として外部

小単位(これを

されたエッセ

自体には、そ

といった情報

るのは、専ら

の役割である

ァイルにとっ

なっています

ルは、他のメ

能を提供して

生において、

に指定し、当

部へ出力する

内の汎用コン

時にはその部

います。 

ているのが、M

フレームの時

時間軸を記述

ファイル・パ

力されるエッ

MP」(MXF Ma

ジ)と呼ばれる

モデルとUMID

F MP及びMX

でしょうか？

ます。 

モデル 

生した際、MX

ッセンスデー

該 MXF ファ

様子を、またM

受けて所定の

ルの再生時において

部出力する形式のこ
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を「エ

センス

それが

報は一

ファ

とい

て、

す。 

ディ

ていま

それ

当該指

こと

ンテナ

部分だ

MXF

時間軸

述した

パッケ

セン

aterial 

メタ

D  

XF FP

これ

 

XF FP

ータを

イル

MXF 

の制御

て、内部

ことです。 

をお

ーを

こ

通常

これ

MX

符号

れて

一

して

力す

ャー

て、汎

まさ

そ

MP

付与

呼び

こ

ータ

が、

ば、

MX

を一

そ

時に

特定

介し

に照

して

分に

のこ

 

5

MpU

5.

定し

スフ

ある

の素

2.3.1

され

ンテ

UM

おこなうことで

を生成する様子

ここで、汎用コ

常は圧縮符号化

れをベースバ

XF FPの役割で

号化方式に関す

ています。 

一方、MXF MP

て受信した内部

する部分だけを

ー的な役割を果

汎用コンテナ

さにこのMXF

そしてMXFフ

及びMXF FP

与されており、

びます。 

これらは、元来

タ(インスタン

先述したMX

MpUmid 及び

XF MP及びMX

一意に特定する

そのように考え

に実際に外部に

定しているのが

したUMID 応用

照らし合わせれ

ての素材を大域

に埋め込まれて

ことであったと

5.5.4. MXF

Umid の役割 

.5.3 節では、M

しているのが、

フローを記述し

ると述べました

素材を対象とし

1 節で紹介し

れ、5.3.3 節で議

テナンス対応の

MID 解決プロト

で実際に外部へ

子を示していま

コンテナに含ま

化されたかたち

ンド信号に伸

です。このため

する様々な技術

Pは、MXF FP

部エッセンスフ

を切り出すとい

果たしています

ナに対して In/O

 MPであった

ファイルにおけ

Pを一意に特定

、それぞれ、

来はそれぞれの

ス)を一意に特

XF MP及びM

び FpUmid はま

XF FPが生成す

る識別子である

えると、ある

に出力されるエ

がMpUmid と

用原理のPrinc

れば、3.4.1 節

域的一意に特定

ていたUMID

ということです

ファイルにお

MXF ファイル

その再生時に

したMXF MP

た。このことか

した UMID に

した大域的一意

議論したUMID

の対象となり、

トコルの入力値

へ出力するエ

ます。 

まれるエッセ

ちで格納され

伸張復号化する

めMXF FP に

術パラメータ

Pからベース

フローから実

いった、いわ

す。すなわち

Out点を指定し

たということで

けるUMID は、

定するための識

「MpUmid」、

のメタデータ

特定するため

MXF FPの動

また、それぞ

するエッセン

るとみなすこ

MXF ファイ

エッセンスフ

なりますから

ciple 4 (UMID

節で触れたMX

定するために

とは、まさに

す。 

おけるUMIDの

ルとしての素材

に外部出力さ

P に付与される

から、MXFフ

に基づく素材管

意な素材識別子

D 管理領域を構

、そして 5.4 節

値となるのは

ッセンスフロ

ンスデータは

ていますので

るのはまさに

は、当該圧縮

などが記述さ

バンド信号と

実際に外部へ出

ゆるスイッチ

図 16 におい

していたのは、

です。 

、これらMXF

識別子として

「FpUmid」と

項目の実体デ

の識別子です

作を考慮すれ

れが識別する

スフロー自体

とも可能です

ルを再生した

ローを一意に

ら、5.3.2 節で紹

D Identification)

XF ファイルと

そのヘッダ部

このMpUmid

の応用 

材を一意に特

れるエッセン

るMpUmid で

ァイルとして

管理において、

子として運用

構成すべくメ

節で紹介した

、まさにこの

は

で、

に

縮

さ

出

チ

い

F 

て

デ

す

れ

る

体

す。 

た

に

紹

)

部

d

特

ン

で

て

用

た

の



MpUmid であ

なお、先述

部出力すべき

りますが、当

エッセンスフ

を変更するこ

議論した Edi

規生成したU

また 4.5.4 節

それを含む M

した識別子と

密にいえば、

具体的には

イルが一つの

原理のPrinci

また、MX

いては、一つ

を指定した複

から、この場

ローの各々を

在することと

ルが複数の異

れる結果とな

FpUmid の役

では、MXF

たMXF FP に

が可能でしょ

元々FpUm

MPに内部エ

するための識

は、必ずしも

ファイル内で

これよりF

ルとして活用

に基づき、派

素材を大域的

生成した例を

図 18 にお

ムコーダを用

ァイルであり

共に新規生成

Mat.#値とゼ

することにな

あるといえます

述したようにM

きエッセンスデ

当該部分をわず

フローとして一

ことと等価です

itList と同様、

UMID 値へ置

節でも述べま

MXF ファイル

と同様に取り扱

それらは等価

は、例えばクロ

のMpUmid を共

iple 4 (UMID I

XF OP1c 形式

つの MXF ファ

複数の MXF M

場合、MXF MP

を大域的一意に

となります。す

異なるMpUmi

なります。 

役割 

Fファイルの内

に付与される

ょうか？ 

mid は、あるM

エッセンスフロ

識別子に用いら

も大域的一意で

で一意であれば

FpUmid は、2

用することも可

派生素材の Fp

的一意に特定す

を示したもので

おいて、左部の

用いた撮影にて

り、この場合そ

成された UMI

ロ Inst.#値で構

なります。 

す。 

MXF MPには

データを部分指

ずかでも変更す

一意に特定され

す。従ってこの

原則として元

置き換えること

ましたが、MpU

ルそのものを大

扱うことが可能

価ではありませ

ローンである複

共有できるこ

Identification)か

など特殊なM

ァイルに、異な

MP を持たせ

Pが記述した外

に特定した複数

すなわち、一つ

idによって大域

内部エッセンス

FpUmid には、

MXFファイル

ローを供給する

られてきました

である必要は

ば十分である

.3.2 節で紹介

可能です。図 

pUmid を、その

するMpUmid

です。 

のオリジナル素

て全く新たに得

そのMpUmid及

ID 値(それぞれ

構成された“U1

は、その再生時

指定する機能

することは、

れる素材その

の場合、3.4.3

元のMpUmid

とが求められま

Umid は多くの

大域的一意に

能です。しか

せん。 

複数の MXF

とは、UMID

から明らかです

MXF ファイル

なる外部出力

ることが可能

外部エッセン

数のMpUmid

つの MXF フ

域的一意に特

スフローを記

、どのような

内において、M

るMXF FPを

た。従ってFpU

はなく、当該 M

ことが判りま

した関連付け

18 は、この

の生成元とな

を継承するこ

素材は、例え

得られた MX

及びFpUmidに

れ新規生成さ

1”及び“U2”)を
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時に外

能があ
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のもの
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の場合、

に特定

かし厳
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ルにお

力部分

能です

ンスフ

が存

ファイ

特定さ

記述し

な応用

MXF 

を指定

Umid

MXF
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の発想

なった
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えばカ

XF フ

には、

れた

を設定
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MX

素材
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であ

一
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具

MpU

をそ

76h”

後者

材か
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図
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で、

材に
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解決
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一
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的と

の容

本
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プロ
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いた

図 18 

いま、このオリ

れる部分を切り

XFファイルを

材もまた新たに

れ自体は独立

XF ファイルの

ある“U3”を設定

一方、当該 MX

素材であるオリ

)を継承したU

具体的には、

Umid のMat.#

そのまま継承し

”なる値を設定

者においては、

から直接派生し

はそれに続く 2

当該 FpUmid の

成、付与してい

図 18 から明ら

FpUmid からは

その生成元素

に相当)を大域的

ことができます

決を 5.4 節で紹

ことで、当該生

ようになる訳で

一般に映像制作

済み素材の品質

として、その映

容易なアクセス

本節で紹介した

そのままに、単

ロトコル」とい

んと確立するだ

た映像制作環境

MXFにおけ

リジナル素材か

り出すことで、

生成したとし

に生成された素

した素材とし

MpUmid には

定します。 

XF ファイルの

リジナル素材を

UMID 値である

その Mat.#に

# である“FEh 

し、その Inst.#に

定しています。

先頭の 1byte

したものであ

2byteには、当

の一意性を担保

います。 

らかなように、

は、その Inst.#部

素材(図 18の場

的一意に特定

す。従って、こ

紹介したUMID

生成元素材への

です。 

作の現場におい

質管理や手直し

映像制作の元と

スの実現が渇望

た FpUmid の応

単に「UMID 応

いったUMID 応

だけで、MXFフ

境における現場

けるUMID の応

から所望の In/

、派生素材と

します。この場

素材に他なり

して取り扱える

は新規生成され

の FpUmid に

を一意に特定

る“U1’ ”を付与

には、オリジ

DCh BAh ... 3

には、新規生成

なお2.3.2節の

e にはそれが

ることを示す

当該MXFファ

保した値であ

、このように
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場合は左部の

定する MpUmi

これを入力値

D 解決プロト

のアクセスが容
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しに伴う部分

となったオリ

望されていま

応用は、現行

応用原理」や

応用に関する基

ファイルとし

場の様々なニ

 
応用 

/Out点で指定

しての新たな

場合、当該派生

ませんから、

るよう、当該

れたUMID 値

は、その生成

定するMpUmid

与しています。

ジナル素材の

2h 10h”なる値

成した“01h 98h

の議論に従い、

オリジナル素

す “01h”を、ま

イル内におい

る“98h 76h”を

して生成され

き換えること

オリジナル素

d を簡単に得

値としたUMID

コルで実施す

容易に得られ

ケあるいは編

変更などを目

ジナル素材へ

す。 

行の MXF 技術

「UMID 解決

基本技術をき

ての素材を用

ーズに応える

定

な

生

該

値

成
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値
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素

ま

い

を

れ

素

得
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す

れ

編

へ

術

決
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用
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ことが可能で

 

5.5.5. M

 5.5.1 節で

「MXFにお

執筆時点では

 本節で紹介

FpUmid応用

なものですが

UMID 応用の

実際、MX

論上、ここで

を持ったMX

 そこで「SM

ように多岐に

に含まれるU

し、更には 5

いるメディア

術が関係した

り、当該報告

Applicatins in

「MXFに

れまでの調査

SMPTE標準

むしろ、「

果を広くワー

てフィードバ

つつも高度な

UMID 応用」

ア」となる部

テップになる

これより

は、上位委

Committee R

定しています

ましたら、是

なお、簡単

ファイルに含

う一つ、Bod

ついては 5.6

 

                     
17 その結果、当該

であることを示

MXFにおける

で述べたように

けるUMID 応

は上位委員会で

介した MXF の

の基本的な考

が、本節で紹介

のほんの触りの

XF仕様[13]自体

で紹介した単純

XFファイルを

MPTE UMID

にわたる MXF

UMIDがどのよ

5.6.4 節で紹介す

ア・ストリーミ

た場合につい

告書の正式な

n MXF and Stre

おけるUMID

査報告書とは

準規格にすると

「SMPTE UMID

ールドワイドな

バックを得るこ

な相互運用性

を実現するた

部分を見出して

ると考えていま

「MXF におけ

委員会のレビ

Reports [46]とし

す。つきまして

是非そちらも併

単のため本節で

含まれる「UM

dyUmid と呼ば

.4 節で紹介し

                     
該報告書は、66ペー

示す好例であ

UMID応用調

に、本節で紹介

応用の調査報告

でのレビューの

の内部動作モデ

考え方はMXF技

介できたのは

の部分でしかあ

体は非常に複雑

純な構造以外

を生成すること

応用プロジェ

F ファイルに対

ように運用可能

するように、現

ミングの収録や

ても考察を加

なタイトルは、

eaming Media”

D 応用の調査報

は異なり、その

という類のもの

D 応用プロジ

な業界エキスパ

ことで、最大限

性を保証した

ために業界標準

ていくことが、

ます。 

ける UMID 応用

ビュー後、SM

して広く一般公

ては、ご関心

併せてご参照下

では触れません

MID 型メタデー

ばれるものがあ

します。 

                 
ージに渡る大作になっ

るといえまし

調査報告  

介した内容を

告書」[38]は、

の段階にあり

デルや MpUm

技術として普

は、MXF にお

ありません。 

雑であり、ま

にも、様々な

とが可能です。

ェクト」では、

対して、その

能かを詳細に

現在話題とな

や送出に MX

加えました(こ

“Study of U

”としました)(1

報告書」[38]は

の内容をその

のではありませ

ェクト」の検

パートに問い

限の自由度を

「MXF にお

準規格にすべき

、今後の重要

用の調査報告

MPTE Techno

公開すること

を持っていた

下さい。 

んでしたが、M

ータ項目」に

あります。こ

ってしまいました。 
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しょう。 

含む

本稿

ます。 
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普遍的

おける
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な構造
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この

の各々

に調査

なって
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れよ

UMID 
17。 

は、こ

まま

せん。 

検討結
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を与え

ける

き「コ

要なス
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を予

ただけ

MXF
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5
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 本

トリ

 

5

図

拡

に、

るこ

こ

た素

には

当該

述し

の生

から

図

的に

映像

られ

のU

素材

よう

UM

一

素材

ータ

素材

ース

材全

の内

要素

に特

導入

大域

5.

5.6. 拡張UM

5.6.1. はじめ

本節では、拡張

リーミングにお

5.6.2. 拡張U

図 19 (a)に、拡張

図 19

拡張 UMID は

ソースパック

ことで生成され

ここでソースパ

素材の初期生成

は、当該素材の

該素材の生成場

した「どこで」

生成主体情報を

ら構成されてい

図 19 (b)に、基

に示します。3

像制作では、一

れる連続したフ

UMID (U1)を付

材の任意位置へ

う、当該素材を

MID (U1)を付与

一方、フレーム

材に含まれるあ

タを関連付けた

材に含まれる各

スパックが導入

全体を大域的一

内部において、

素(これを「マ

特定するソース

入することで、

域的一意に特定

.3.2 節で紹介

MIDとその応

めに 

張UMID とそ

おける応用につ

UMIDとは？ 

張UMIDのフ

9 拡張UMID

、図 1 で紹介

クと呼ばれる 3

れます。 

パックとは、こ

成に関する情報

の生成日時を記

場所としての緯

(Spatial Co-o

を記述した「だ

います。 

基本UMID と拡

.3 節で紹介し

一回の記録開始

フレーム列を一

付与し、またテ

へのアクセスに

を構成する全て

与して記録する

ム単位で変化す

ある特定のフレ

たいなどといっ

各々のフレーム

入されました。

一意に特定する

フレームなど

テリアルユニ

スパックとを組

例えば素材に

定することを可

介した UMID

応用 

そのMXF 及び

ついて紹介し

フォーマットを

D の構造と役割

介した 32byte

32byteのバイ

この拡張UMID

報を記述して

記述した「いつ

緯度、経度、

ordinates)、そ

だれが」(Cou

拡張UMID と

したように、V

始/終了(REC S

一つの素材と

テープ上に記録

にて当該UMI

てのフレーム

ることとしまし

する情報を記

レームに対し

った要求から

ムを区別する方

。これより、

る基本UMID

ど当該素材を構

ニット」と呼び

組み合わせた

に含まれるあ

可能にしまし

D 応用原理の

メディア・ス

ます。 

を示します[1]。

割 

の基本 UMID

ト列を結合す

D が付与され

おり、具体的

つ」 (Time/Date)

高度情報を記

して当該素材

untry/Org/User)

の関係を模式

VTR を用いた

Start/Stop)で得

みなして一つ

録された当該

IDが得られる

に対して当該

した。 

述したいとか

てのみメタデ

、ある一つの

方法としてソ

ある素材の素

と、当該素材

構成する部分

びます)を一意

拡張UMIDを

るフレームを

た。 

の Principle 6

ス

 

 

D

す

れ

的

)、

記

材

)

式

た

得

つ

該

る

該

か、

デ

の

ソ

素

材

分

意

を

を

6 



(Extended UM

拡張UMID と

また同Prin

あくまである

「いつ」、「ど

するために導

作に伴う素材

いたフレー

UMID を付与

た拡張 UMID

に置き換えら

てオリジナル

まま継承する

なお 5.6.4 節

から拡張UM

構成される入

する場合のソ

ていますので

ところで、

ック全体をゼ

クを省略して

認められてい

る素材を構成

た」UMID 一

 

5.6.3. 拡

5.6.2 節で紹

を大域的一意

UMID でした

子としての U

おけるUMID

フレーム毎に

レーム毎に変

「どこで」を

めることにな

各々のフレー

とは、当該素

材の撮影場所

ことに他なり

において、そ

単に実現でき

図 20 は、

ものです。 

図 20 では

MID)は、図 19

との階層化構造

nciple 7 (Sourc

る(マテリアル

どこで」、「だれ

導入されたもの

材編集において

ムを再利用し

与した結果、当

D の基本 UM

られたとしても

ル素材の生成時

ることが求めら

節の図 21で

MID 付で生成、

入力ストリーム

ソースパックの

で、こちらと併

拡張UMID の

ゼロ値で埋めた

て先頭の基本U

います。そこで

成するマテリア

一般を含む語句

拡張UMIDの応

紹介したよう

意に特定する

たが、3.3 節で紹

UMID 運用に

D の応用におい

に変化する情報

変化する素材の

をコンパクトに

なりました。す

ームに拡張UM

素材においてフ

所情報がフレー

りませんので、

それに同期した

きることになり

そのような拡

は、台風の接近

9(b)に示したこ

造を規定した

ce Pack)では、

ルユニットとし

れが」最初に生

のありますか

て、オリジナル

した編集済み

当該再利用フ

MID 部が当該新

も、ソースパ

時に最初に付与

られています。

は、この類似

、出力された一

ムを MXF フ

の取り扱い方法

併せてご参照下

の特別な場合

たものや、そ

UMID部のみで

で本節では、拡

アルユニットの

句として用い

応用 – 撮影場

に、素材が含む

ることを目的に

紹介したよう

に自ずから限界

いては、むし

報、特に移動時

の生成場所に関

に記述する機能

すなわち、あ

MIDが付与され

フレーム単位で

ームに同期して

、例えばその

た当該撮影場所

ります。 

拡張UMID 応用

近に伴って荒れ

この基本UMI

たものです。 

ソースパック

しての)フレー

生成したかを

ら、例えば映

ル素材に含ま

み素材に新規生

レームに付与

新規生成 UMID

ックは、原則

与された値を

。 

例として、カ

一連のフレー

ァイルとして

法について議

下さい。 

合として、ソー

もそもソース

で運用するこ

拡張UMID を、

の単位で付与

ることとしま

場所情報の活用

む例えばフレ

に導入された

に、特に素材

界があった VT

ろソースパッ

時の撮影など

関する情報で

能がより注目

る素材に含ま

れているとい

で変化する当

て重畳されて

ような素材の

所情報の活用

用の一例を示

れる海岸の様
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ID と

クは、

ームを、

を記述

映像制

れて

生成

与され

ID 値

則とし

をその

メラ

ームで

て収録

議論し

ースパ

パッ

とも

、「あ

与され

す。 

用 

レーム

拡張

材識別

TR に

クの

どでフ

である

を集

れる

いうこ

当該素

ている

の再生

用が簡

示した

様子を

撮影

生し

こ

の

ップ

画面

さ

備し

行さ

です

UM

張U

具

クセ

装着

ーム

経度

にし

た

り大

でし

門業

必要

しま

材を

での

合っ

って

あ

図デ

とな

りに

見当

一

膨大

影した素材を、

している様子を

図 20 

ここではフレー

「いつ」に相当

プにて、また同

面右部の地図内

さて、図 20 は

したものですが

されたSMPTE

す。これより 3

MID 機能の実装

UMID の取り扱

具体的には、20

セサリ―として

着したHDCAM

ム毎に、その撮

度、高度情報と

しました。 

ただ、図 20 で

大きな障壁にな

した。当時はま

業者からそれを

要でした。他方

ませんので、こ

を準備したとこ

の素材検索など

ったメリットが

てしまいました

あれから 10 年

データと併せて

なりました。他

において、残念

当たりません。

一方、特に大規

大な数の素材が

それに重畳さ

を示しています

拡張UMID

ームに同期して

当する撮影時刻

同「どこで」に相

内該当箇所への

はあくまで本節

が、実は拡張U

E ST 330 の初版

3.3.1 節で紹介

装では、実際に

扱いまでをサ

002 年にHDCA

てのGPSユニ

MTMカムコー

撮影時刻と、その

とを併せてテー

で紹介したよ

なったのが、い

まだGoogleマ

を取り寄せるの

方で、素材は物

このような拡張

ころで、位置情

ど実現する術も

が得られないと

た。 

年以上が経ち、

て活用すること

他方で業務用に

念ながら未だそ

 

規模災害などの

が生成されます

された拡張UM

す。 

「どこで」の応

て読み出され

刻情報を画面右

相当する撮影

の赤丸にて表示

節での事例紹介

UMID 自体は

版から導入さ

介した HDCAM

にソースパッ

サポートしまし

CAMTMカムコ

ニット[47]を販

ダで撮影した

の撮影場所と

ープに重畳記録

うな応用を実

いわゆる地図

ップなどもな

のに高額のラ

物理的なテー

張UMID が埋

情報を活用し

もなく、結局

ということで

民生用では G

とは、ごく当

については、筆

そのような取

の報道におい

すので、その仕

MID と共に再

 

応用 

た拡張UMID

右上部のテロ

場所情報を、

示しています

介のために準

、2000年に発

れていた技術

MTMにおける

クも含めた拡

した。 

ーダの専用ア

売し、これを

た場合に、フレ

しての緯度、

録できるよう

実現するに当た

データの手配

なく、地図の専

イセンス料が

プでしか存在

埋め込まれた素

たオンライン

はコストに見

お蔵入りにな

GPS 情報を地

たり前の手段

筆者が知る限

り組みは殆ど

ては短時間に

仕分けを人手

再

D

す。 

準

発

術

る

拡

ア

を

レ

た

配

専

が

在

素

ン

見

な

地

段

限

ど

に

手



に頼っていて

東日本大震災

得た大きな教

今や素材も

検索できる環

人手を介さず

の基本中の基

当該素材を生

たような短時

おいてそれら

くとも最初の

の最有力候補

今後の映像

大いに期待し

 

5.6.4. 拡

5.5.3 節では

タデータ項目

した。これら

ォーマットに

ヘッダ部分に

一方、5.5.

れる「UMID

と呼ばれるも

ボディ部分に

によって、フ

位であるエジ

されています

そしてBod

て、それが付

ームを、「いつ

について記述

さて、5.6.2

の「マテリア

形式の)BodyU

ユニット」を

はいずれもフ

これより、

イルを生成す

(マテリアルユ

付与されてい

トとして)保存

として一緒に

図 21 は、

ては多大なコス

災の報道体制に

教訓であったか

もファイル化さ

環境が整いつつ

ず自動的に付与

基本情報である

生成したかを記

時間に大量の素

らの素材を効率

の自動仕分けの

補であると考え

像制作の現場に

したいと思いま

拡張UMIDの応

は、MXF ファ

目」として、M

らは 2.2 節で紹

に則ったもので

に格納されてい

5 節で触れた

型メタデータ

ものがあります

において、5.5.2

フレームなどエ

ジットユニッ

す。 

dyUmid は、一

付与された(エ

つ」、「どこで

述しています。

2 節では拡張U

アルユニット」

yUmid が付与さ

を紹介しました

フレームに相当

入力ストリー

する場合、当

ユニットとし

いたならば、当

存する際に、

に保存すること

その一例とし

ストが掛かって

において日本の

かと思います。

され、ネット

つあります。こ

与することが可

る「いつ」、「ど

記述した拡張

素材が生成され

率的に取り扱

の段階で必要な

えています。 

における拡張

ます。 

応用 – MXFフ

ァイルに含まれ

MpUmid と Fp

紹介した 32byt

で、いずれも

います。 

たように、MXF

タ項目」にはも

す。これは、M

2 節で紹介した

エッセンスデー

ト毎に付与され

一般的には拡張

エジットユニッ

」、「だれが」最

 

UMID が付与

を、また本節

される単位と

た。ただ、多

当します。 

ームを収録し新

当該入力ストリ

しての)フレーム

当該フレームを

当該拡張 UM

とが期待されま

して、カメラが

てしまうこと

の全ての放送

。 

ワーク上で自

この状況におい

可能であり、

どこで」、「だれ

UMID は、先

れるような状

うにあたり、

なメタデータ

UMID の活用

ファイル収録/

れる「UMID

pUmid を紹介

eの基本UMI

MXF ファイ

F ファイルに

う一つ、BodyU

MXFのファイ

た「汎用コンテ

ータの区分け

れるかたちで

張UMID の形

ットとしての)

最初に生成し

される単位と

節では(拡張U

しての「エジ

くの場合、こ

新たな MXF

リームを構成

ムに拡張 UMID

を(エジットユ

MID を BodyU

ます。 

が撮影し SDI
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は、

送局が

由に

いて、

素材

れが」

先述し

状況に

少な

技術

用に、

/再生 

型メ

介しま

ID フ

ルの

に含ま

Umid

ルの

テナ」

けの単

で格納

形式に

)フレ

したか

して

UMID

ジット

れら

ファ

成する 

ID が

ユニッ

Umid

出力

した

ルを

図

図

され

ムを

び生

てい

ゼロ

と、

るソ

 こ

しま

自ら

“1xx

る基

入力

承さ

なる

定さ

 そ

生成

Prin

原則

く付

す。

Pack

拡張

 こ

(マテ

を(エ

に対

記録

一

ムを

ット

      
18 こ
仕様に

た映像をMXF

を生成する様子

図 21 拡張UM

図 21 において

れていることを

を構成する各々

生成場所を記述

います。ここで

ロ値の Inst.#か

フレーム毎に

ソースパックか

これを受信した

ますが、この時

らを大域的一意

x”なる Mat.#

基本UMID値が

力ストリームに

された“pxx”な

る Inst.#値から

されています。

そしてBodyUm

成された MXF

nciple 6 (Extend

則として当該 M

付与された Mp

他方ソースパ

k)に従い、保存

張UMID のそれ

この結果、例え

テリアルユニ

エジットリス

対して“U１S10”

録することにな

一方、既存の M

を生成する場合

トリストとして

                      
このようなライブス

には曖昧な部分が残

レコーダで受

子を示したもの

MID 付入力か

て、カメラは、

を前提に、それ

々のフレームに

述した拡張UM

で当該拡張UM

から構成される

に少なくとも生

から構成されて

たMXFレコー

時当該MXF フ

意に特定でき

とゼロ値の In

が設定されます

に付与された拡

るMat.#値と、

構成される“U

 

mid ですが、オ

F ファイルの

ded UMID)によ

MXF ファイル

pUmid 値と同

パックについて

存対象の入力フ

れをそのまま継

えば“UpS10”なる

ットとしての

トとして)記録

なるBodyUm

なります。 

MXF ファイル

合、当該MXF

ての)フレーム

                     
トリームのフレーム

残っており、現在その

受けて、新たな

のです。 

からのMXFフ

GPS ユニッ

れが生成する

に対して、そ

MIDを付与し

MID は、“pxx”

る “Up”なる基本

生成時刻が異

ています。 

ーダはMXFフ

ファイルのMp

きるよう、新規

nst.#から構成

す。他方で同F

拡張 UMID の

、新たに新規

Up’ ”なる基本

オリジナル素材

の場合、UMID

より、その基本

ルを大域的一

同じ値(ここでは

ては、同Princ

フレームに付

継承します。

る拡張UMID

の)フレームを受

録した場合、

mid を生成、付

ルを再生して

Fファイルに含

ムに BodyUmid
          

ムに付与される基本U
の明確化を進めていま

なMXFファイ

ファイル生成 

トなどが装着

出力ストリー

の生成時刻及

た上で出力し

”なるMat.#と

本UMID 部(18

異なった“Sj”な

ァイルを生成

pUmid には、

規生成された

される“U1”な

FpUmidには、

の Mat.#から継

生成した“1”

UMID値が設

材として新規

D 応用原理の

本UMID 部は

意に特定すべ

は“U1”)にしま

ciple 7 (Source

与されていた

 

が付与された

受信し、これ

当該フレーム

付与して、共に

出力ストリー

含まれる(エジ

d が付与され

UMIDの生成方法の

ます。 

 

着

ー

及

し

8

な

成

た 

な

継

”

設

規

の

は

べ

ま

e 

た

た

れ

ム

に

ー

ジ

れ

の



ていたならば

て)再生出力す

付与して一緒

図 22は、

ァイルを MX

示したもので

図 22 

図 22 にお

ルの再生の際

る各々のフレ

応するフレー

み出し、それ

レームに付与

ストリームに

の基本UMID

MXF ファイ

入った状態で

これより、

そのフレーム

部を取り出し

を用いて当該

トリームを生

セスが実現で

 

5.6.5. 拡

拡張UMID

与されたマテ

されるライブ

Inst.#における

2.3.2 節によ

成の際に用い

オリジナル素

機能が選択肢

元々これは

ングに伴う画

のダビング回

うものでした

ムに対して付

ば、当該フレー

する際に同 B

緒に出力するこ

その一例とし

XF プレーヤで

です。 

BodyUmid 付

おいて、MXF

際にそれが生成

レームに対して

ームと一緒に記

れをそのまま拡

与した上で出力

に含まれるフレ

D 部には、その

ルを大域的一

で出力されるこ

そのような出

ムに付与されて

し、5.4.2 節で紹

該UMID を解決

生成する元とな

できることにな

拡張UMIDの応

D の最後の応用

テリアルユニッ

ブストリーム

る世代番号を運

よれば、オリジ

いられる関連付

素材からの世代

肢としてありま

は、3.3.2 節で

画質劣化を管理

回数を世代番号

た。VTRにおい

付与され、フレ

ームを(マテリア

BodyUmid を拡

ことが期待され

して、図 21で

で再生し、SD

付MXFファ

プレーヤは、

成する出力ス

て、当該 MXF

記録されていた

拡張UMID と

力しています。

レームに付与

のストリーム生

一意に特定する

こととなります

出力ストリーム

ている拡張UM

紹介したUMID

決することで

なった MXF

なります。 

応用 – ストリ

用事例として

ットとしての

において、2.

運用する事例

ジナル素材か

付けツールと

代番号をその

ました。 

で紹介したよう

理すべく、オ

号として Inst

いては、UMID

レーム単位で伝

アルユニット

拡張 UMID と

れます。 

で得られたMX

DI 出力する様

イルの再生 

当該MXF フ

トリームを構

F ファイル内

たBodyUmid

して当該各々

。この結果、

された拡張U

生成の元とな

る MpUmid の

す。 

ムの受信した

MIDの基本U

D 解決プロト

で、受信した出

ファイルへの

リームの品質管

て、拡張UMID

フレーム列で

3.2 節で紹介

例を紹介します

らの派生素材

してのUMID

の Inst.#に設定

うに、VTR の

リジナル素材

t.#に記録する

D は全てのフ

伝送、記録さ
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とし

して

XFフ

様子を

 

ファイ

構成す

内の対

を読

のフ

出力

UMID

なった

の値が

た場合、

UMID

コル

出力ス

のアク

管理 

が付

で構成

介した

す。 

材の生

には、

定する

のダビ

材から

とい

フレー
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制作における素材の品質管理と同じようなことが、ライ

ブストリームの映像でも実現可能となります。 

例えば図 23の場合、「画像変換部」、「スイッチャー(テ

ロッパ)」共に、入力フレームに付与されていた拡張

UMID を、その Inst.#の世代番号をインクリメントさせた

ものに置き換えて出力しています。その結果、スイッチ

ャーからは、カメラ１からのフレームには世代番号“2”

が、またカメラ２からのフレームには世代番号“1”が含ま

れた拡張UMIDがそれぞれ付与されて出力されています。 

なお、切り替えの遷移領域においては、一つの出力フ

レームが、カメラ１、カメラ２の両方からの入力フレー

ムを合成することで生成されます。このような場合、基

本的には当該出力フレームの合成においてデータ量的に

寄与が大きい入力フレームの拡張UMIDを継承すること

になります。すなわち図 23 の場合、遷移領域の先頭(右

端)の出力フレームはカメラ１からの入力フレームを、同

末尾(左端)の出力フレームはカメラ２からの入力フレー

ムをベースとして出力フレームが合成されたとみなし、

その結果、それぞれ“pxx”、“qxx”なるMat.#を継承した拡

張UMID が付与されることになります。 

また図 23 の事例では、スイッチャーが全フレームに

対してテロップ表示処理をおこなっていることを前提に、

全てのフレームに付与された拡張UMIDの世代番号をイ

ンクリメントさせています。しかし、もしスイッチャー

が単に入力フレームを何ら加工することなく出力フレー

ムとして出力した場合は、それに付与された拡張UMID

もまた、そのまま変更なく出力されることになります。

ただし VTR のように、フレーム伝送自体が非可逆的な

圧縮伸張処理を伴っている場合は、それ自体を拡張

UMID の世代番号管理に反映させることが必要です。 

ライブストリームを生成、処理する全ての映像機器が

このような拡張UMIDの取り扱い機能をサポートすれば、

それらで構成されるライブシステムでは、システム内の

任意の場所においてフレームに付与された拡張UMIDの

Inst.#値を検出することで、ライブストリームの映像品質

のフレーム単位でのモニタリングが可能となります。 

また本事例で明らかなように、カメラが最初に生成、

付与した Mat.#値は、当該ライブシステムの後段でも常

に継承されます。そして、Mat.#値にはMACアドレスな

ど当該カメラを大域的一意に特定することが可能な情報

が含まれているのが一般的です。従って、フレームに付

与された拡張 UMID の Mat.#を検出することで、当該フ

レームがどのカメラによって撮影されたかなど、素材を

最初に生成した映像機器をフレーム毎に特定することも

可能となります。 

 

6. まとめに替えて 

本稿では、放送・映像メディア業界の業界標準映像素

材識別子であるUMID応用の実用化と更なる展開を実現

するために筆者らがSMPTEを舞台に2011年から取り組

んでいる「SMPTE UMID 応用プロジェクト」について、

本稿執筆時点(2015 年 8 月)での全容を紹介しました。 

まずは 2014 年度の映像情報メディア未来賞/フロンテ

ィア賞そして本稿執筆の貴重な機会を与えて下さいまし

た映像情報メディア学会に、紙面をお借りして心よりお

礼を申し上げたいと思います。また、本稿を最後までお

読み下さいました読者の方々にも厚く感謝いたします。 

さて、近年、業界で最もホットな話題といえば、4K/8K

に代表されるUHD (Ultra High Definition)と、SDI に替わ

る放送局内の映像伝送インフラを狙ったVoIP (Video over 

Internet Protocol)であると思われます。そして、特に前者

については、我が国がワールドワイドな業界の主導的立

場にあることは、よく知られているところです。 

一方、後者を見れば、既に我が国の幾つかの業界ベン

ダがそのサポートを謳ってはいるものの、例えば JT-NM 

(Joint Task Force on Networked Media) [48]など、有力ユー

ザを含む業界プレーヤ全体を巻き込んだワールドワイド

な「大きな流れ」といったところでは、残念ながら我が

国のプレゼンスは殆どないと言わざると得ません。 

これまで放送・映像メディア業界は、例えば 2000 年

末に始まった HD 放送の素材伝送に必要な 1.5Gbps の伝

送容量を確保するために HD-SDI [49]を開発するなど、

業界が自らが必要とする技術を自らで開発、実用化する

といった選択肢しか持ちえませんでした。しかし今や、

HD-SDIの5倍以上の伝送容量を持つ10Gbイーサーネッ

トが簡単に手に入る時代となりました。 

もちろん、フレーム単位での切り替えといった業界特

有の要求仕様については専用技術に一日の長はあります

が、伝送容量といった基本仕様に既にそれだけの差があ

ること、また ICT機器と映像関連機器ではその市場規模

に 100 倍以上の差があり[50]、それに伴うR&D 投資額の

違いや大量生産に伴うコストダウン効果などを踏まえる

と、今後は基本仕様の部分は ICT 市販品いわゆるCOTS 

(Commercial Off-The-Shelf)の利用を前提に、上位アプリに

近い部分にて業界特有の課題解決を図るといったアプロ

ーチが最も妥当であり、前出の SDI に替わる VoIP の確

立とはまさにこの流れに沿ったものといえます。 

一方、その文脈で言うならば、3.2 節で紹介したように、
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ICT を駆使した効率的なファイルベース映像制作の実現
のためにファイル書式なる部分で業界特有の MXF を開
発、導入したことはまさに慧眼であり、現在、業界の素

材交換において、MXFが事実上の標準化の地位を確固た
るものにしたことは当然の帰結であったといえましょう。 
そして次に期待されるのは、ネットワーク環境におい

てこのような素材を効率的に取り扱うための仕掛けであ

り、第 4章で議論したように、UMIDはまさにそのイン
フラ技術として最右翼にあるといえます。 
本稿で紹介したように、「SMPTE UMID応用プロジェ
クト」は、UMID応用の実用化を実現する上で解決すべ
き課題の明確化と、当該課題の一つであった「UMID応
用原理」なる最も基本的な部分の検討を終え、目下、

「UMID解決プロトコル」や「MXFにおける UMID応
用」といった、より実践的な部分での検討に取り組んで

いるところです。 
第 1章そして本章の冒頭でも述べましたが、VTRを中
心としたベースバンドの時代にはワールドワイドな映像

技術を牽引してきた我が国ではありましたが、業界の先

端技術動向がファイルベースや VoIPといった ICTの応
用分野に向かうにつれ、カメラなど一部の例外を除いて

我が国のワールドワイドな業界プレゼンスは大幅に低下

し、誤解を恐れず言えば、業界における ICTを活用した
映像制作分野でのほぼ全ての技術の仕様決めなどは、事

実上、欧米勢に独占されてきました。 
本稿で紹介した筆者らの取り組みは、微力ながらこの

ような状況に一石を投じる効果はあるものと考えていま

す。つきましては、もし本活動にご興味を持っていただ

けましたら、是非、筆者までご連絡をお願いします(19。  

                                                        
19 本稿に関する質問、コメントなどがございましたら、info@metafrontier.jpまで、
ご連絡下さい。 
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